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１） 以下の議論の展開は，Strotz, op. cit ., Philips［１７］（Chap. X）に負う。
２） 整合的計画戦略（strategy of consistent planning）の議論として，Pollak［１８］参照。




























さて，代表的個人（以下「個人」）は，資本 k を最大所得形成函数（income generating function）f































～ ～ ～ ～ ～
～{ct}Hn（V）＝u（c０，c１）βu（c１，c０）……βn１u（c n１，cn２）βnV（kn，cn１） （４９）
を定義すれば， ～{ct}Hn（V）＝W，かつ，すべての n に対し， ～{ct}Hn（V）V がしたがう。以上から，WV
を得る。しかるに，VW であるから V＝W がしたがう。このことは，上の（４５）式を所与の k０，c１
の下で最大化する流列{ct，kt}を求める問題が，
V（k０，c１）＝maxu（c０，c１）βV（k１，c０） （５０）








































（c０，c１，λ，μ）＝u（c０，c１）βu（c１，c０）β２V（k２，c１）λ［ f（k０）c０］μ［ f（k１）c１］ （６８）
がしたがう。Kuhn＝Tucker条件
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fk１１δ Vkt（kt, ct１） （８１）














































































































































































































































































































もし，x（＞０）を即時に得ることと，y＞x なる y を時間 s だけ経過した後得ることが無差別なら
ば，いずれの結果も共通時間 t だけ遅延させれば，大きい方の結果が厳密に選好される，すなわち





措定した。すなわち，x，y に依存する定数 k に対して



























































































さて，t 時点の自己の効用水準は，今期 t の消費水準 ctと過去の習慣的消費蓄積 ct１に依存し１１），
u（ct ; ct１）で表わされ，習慣的消費が高い程今期の消費から享受し得る効用水準は高くなる習慣依
存的（customary）な関係が支配するものとする。




















がしたがう。ここで，全期間を通じて貯蓄率 σtが等しい値 σ をとるものとすれば，逐次的代入を
経て
kt１＝α t１σ t１k１， t＝１，２，３，… （１３０）
ct＝（１σ）α t１σ t１k０ （１３１）






























































































γ［（１s）ηγ（１σ）１η sη ση１N］k０η＝０ （１４７）
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がしたがう。ただし，
M＝βα１ρ σ１ρ（βα１ρ σ１ρ）２……（βα１ρ σ１ρ）t… （１４８）













ところで，期間効用函数 u が凹函数となるとき，２U /s２＜０がしたがう。いま，習慣的消費過
程が存在しないときの最適貯蓄率を s+とすれば，s＋は（１４７）式右辺の第１項をゼロとする。（１４７）式
をゼロとする習慣的消費過程が存在する場合の最適貯蓄率を s＊とすれば，s+と s＊の大小関係は準
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